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(57)【要約】
【課題】コネクタハウジングのランスから外れることを
防止して、接続信頼性の向上に貢献する。
【解決手段】コネクタハウジング２１のランス２２によ
って前記コネクタハウジング２１に係止される直付けコ
ネクタ端子１０において、前記相手側端子３１の接続方
向Ｆに沿って設けられた電気接続部１１と、前記電気接
続部１１と連なり且つ前記電気接続部１１から屈曲した
屈曲部１２と、前記屈曲部１２に連なり且つ前記電気接
続部１１と平行である平行部１３と、前記平行部１３に
形成され且つ前記コネクタハウジング２１のランス２２
に係止される係止部１４と、を有することを特徴とする
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタハウジングのランスによって前記コネクタハウジングに係止される直付けコネ
クタ端子において、
　前記相手側端子の接続方向に沿って設けられた電気接続部と、
　前記電気接続部と連なり且つ前記電気接続部から屈曲した屈曲部と、
　前記屈曲部に連なり且つ前記電気接続部と平行である平行部と、
　前記平行部に形成され且つ前記コネクタハウジングのランスに係止される係止部と、
を有することを特徴とする直付けコネクタ端子。
【請求項２】
　前記平行部に連なり且つ前記直付けコネクタ端子を流れる電流が測定される電流測定部
を有することを特徴とする請求項１に記載の直付けコネクタ端子。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の直付けコネクタ端子と、前記コネクタハウジングと、を有する
コネクタであって、
　前記コネクタハウジングが、前記直付けコネクタ端子の係止部に係止されるランスを有
することを特徴とするコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタハウジングに係止され且つ相手側端子が直付けされる直付けコネク
タ端子、及び、該直付けコネクタ端子を有する直付けコネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プリント基板に実装する基板実装型コネクタは、特許文献１等に示すように、複数の端
子を圧入、一体成形等によってホルダやハウジングで保持し、該保持部分に対する一方側
の端部を相手側端子と接続可能なコネクタハウジング内に突出させ、また、他方側の端子
部分を基板と接続する部分としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－４１４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した基板実装型コネクタに対し、機器直付けコネクタでは、直付けコネクタ端子を
ハウジング内のランスでハウジングに係止している構造のために、雄雌コネクタを嵌合さ
せる際の力によって直付けコネクタ端子が相手側端子によって押されて、直付けコネクタ
端子がハウジングから外れてしまうという問題があった。例えば、図７，８に示す従来の
機器直付けコネクタ１００は、機器側のメスコネクタ１１０と、ワイヤハーネス側のオス
コネクタ１２０と、を有している。そして、メスコネクタ１１０は、メス端子１１１と、
メスハウジング１１２と、ハウジングランス１１３と、電流センサー１１４と、を有して
構成している。
【０００５】
　メス端子１１１は、ハウジングランス１１３と係止穴１１５とを係止させることで、メ
スハウジング１１２内に収容固定されている。そして、電流センサー１１４がメス端子１
１１の電流測定箇所１１６でメス端子１１１を流れる電流値を測定している。また、オス
コネクタ１２０は、ワイヤハーネスに電気的に接続されたオス端子１２１と、該オス端子
を収容したオスハウジング１２２と、を有して構成している。
【０００６】
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　機器直付けコネクタ１００は、メスコネクタ１１０とオスコネクタ１２０とが、図８に
示すように互いに近づけられて、メスハウジング１１２とオスハウジング１２２とを嵌合
させることで、オス端子１２１がメスハウジング１１２内に進入してメス端子１１１に嵌
合されて電気的に接続される。
【０００７】
　しかしながら、機器直付けコネクタ１００のメスコネクタ１１０とオスコネクタ１２０
とを嵌合させる際に、図８中の矢印Ｆの方向に力がかかり過ぎると、オス端子１２１によ
ってメス端子１１１が矢印Ｆ方向に押され、最悪の場合はハウジングランス１１４がメス
端子１１１によって破壊されて、メス端子１１１がメスハウジング１１２から外れてしま
い、接続信頼性が低下してしまうという問題があった。
【０００８】
　そこで、このような問題を解消するに、メス端子１１１をメスハウジング１１２にネジ
締めして固定することで対応することもできるが、作業工数及び部品点数が増大してコス
トアップになってしまうという問題が生じる。また、上述した基板実装型コネクタ等のよ
うに、メス端子１１１をメスハウジング１１２に圧入成形や一体成形すると、その固定部
分が必要であるために、メスハウジング１１２を小型化及び軽量化を図ることが困難であ
った。さらに、電流センサー１１４によって電流を測定が可能な機器直付けコネクタ１０
０の場合、メス端子１１１が外れてしまうと、電流センサー１１４がメス端子１１１の電
流測定箇所１１６からずれてしまい、電流値を測定できなくなってしまうという問題が発
生する。
【０００９】
　よって本発明は、上述した問題点に鑑み、コネクタハウジングのランスから外れること
を防止して、接続信頼性の向上に貢献することができる直付けコネクタ端子及び直付けコ
ネクタを提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため本発明によりなされた請求項１記載の直付けコネクタ端子は、
コネクタハウジングのランスによって前記コネクタハウジングに係止される直付けコネク
タ端子において、前記相手側端子の接続方向に沿って設けられた電気接続部と、前記電気
接続部と連なり且つ前記電気接続部から屈曲した屈曲部と、前記屈曲部に連なり且つ前記
電気接続部と平行である平行部と、前記平行部に形成され且つ前記コネクタハウジングの
ランスに係止される係止部と、を有することを特徴とする。
【００１１】
　上記請求項１に記載した本発明の直付けコネクタ端子によれば、相手側端子と電気接続
部が接触して、電気接続部に接続方向への力が加わると、電気接続部には平行部側に向か
った力が生じるが、電気接続部と平行部との間には屈曲部が介在していることから、該屈
曲部が変形して力を分散させることができるため、平行部の係止部に力がかかるのを防止
できる。
【００１２】
　請求項２記載の発明は、請求項１に記載の直付けコネクタ端子において、前記平行部に
連なり且つ前記直付けコネクタ端子を流れる電流が測定される電流測定部を有することを
特徴とする。
【００１３】
　上記請求項２に記載した本発明の直付けコネクタ端子によれば、相手側端子から電気接
続部に加わった力は、屈曲部によって分散されることから、相手側端子との接触によって
平行部及び電流測定部がずれることを防止できる。
【００１４】
　上記課題を解決するため本発明によりなされた請求項３記載の直付けコネクタは、請求
項１又は２に記載の直付けコネクタ端子と、前記コネクタハウジングと、を有するコネク
タであって、前記コネクタハウジングが、前記直付けコネクタ端子の係止部に係止される
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ランスを有することを特徴とする。
【００１５】
　上記請求項３に記載した本発明の直付けコネクタによれば、コネクタハウジングのラン
スは直付けコネクタ端子の平行部に形成された係止部に係止され、該係止部には相手側端
子からの力がかからないことから、コネクタハウジングのランスにコネクタ嵌合による力
がかかることを防止できる。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように請求項１に記載した本発明の直付けコネクタ端子によれば、電気接
続部に接続方向への力が加わっても、屈曲部が変形してその力を分散させるようにしたこ
とから、平行部の係止部に力がかかるのを防止できるため、コネクタハウジングから外れ
ることを防止することができる。従って、コネクタハウジングとの係合だけでも、端子接
続による端子外れを確実に防止して、コネクタの接続信頼性を向上させることができる。
また、コネクタハウジングのランスに力がかからないため、ランスの小型化を図ることが
可能となり、コネクタの小型化及び軽量化に貢献することができる。
【００１７】
　請求項２に記載した本発明の直付けコネクタ端子によれば、請求項１に記載の発明の効
果に加え、相手側端子との接触によって平行部及び電流測定部がずれることを防止できる
ことから、電流センサー等の電流検出手段との相対位置関係を保つことができるため、確
実に電流を測定することができる。
【００１８】
　以上説明したように請求項３に記載した本発明の直付けコネクタによれば、コネクタハ
ウジングのランスにコネクタ嵌合による力がかからないことから、直付けコネクタ端子が
コネクタハウジングから外れることを防止できるため、接続信頼性を向上させることがで
きる。また、コネクタハウジングのランスの小型化を図ることができるため、コネクタの
小型化及び軽量化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の直付けコネクタ端子を有する直付けコネクタの分解斜視図である。
【図２】本発明の直付けコネクタ端子の斜視図である。
【図３】図１中の直線Ａ－Ａを通る矢印方向の断面斜視図である。
【図４】図３中の部分Ａを拡大した拡大図である。
【図５】直付けコネクタ端子の嵌合前を説明するための図であり、（ａ）はコネクタの断
面図であり、（ｂ）は図５（ａ）中の部分Ｂを拡大した拡大図である。
【図６】直付けコネクタ端子の嵌合後を説明するための図であり、（ａ）はコネクタの断
面図であり、（ｂ）は図６（ａ）中の部分Ｃを拡大した拡大図である。
【図７】従来の機器直付けコネクタの嵌合前を説明するための図であり、（ａ）はそのコ
ネクタの断面図であり、（ｂ）は図７（ａ）中の部分Ｄを拡大した拡大図である。
【図８】従来の機器直付けコネクタの嵌合後を説明するための図であり、（ａ）はそのコ
ネクタの断面図であり、（ｂ）は図８（ａ）中の部分Ｅを拡大した拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明に係る直付けコネクタ端子及び直付けコネクタの実施形態の一例を、図１
～図６の図面を参照して以下に説明する。
【００２１】
　図１において、コネクタ１は、機器側のメスコネクタ２と、ワイヤハーネス側のオスコ
ネクタ３と、を有して構成している。メスコネクタ２とオスコネクタ３とは、互いに近づ
けられて嵌合する。そして、コネクタ１は、電気自動車やハイブリッド車（Hybrid elect
ric vehicle：HEV)に用いられる。
【００２２】
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　メスコネクタ２は、本発明の直付けコネクタに相当している。メスコネクタ２は、本発
明の直付けコネクタ端子に相当する複数（図１中では３つ）のメス端子１０と、本発明の
コネクタハウジングに相当するメスハウジング２１と、複数のランス２２と、電流センサ
ー２３と、を有して構成している。なお、メスコネクタ２は、電流センサー２３を構成部
品から削除した実施形態とすることもできる。
【００２３】
　メス端子１０は、メスハウジング２１のランス２２によってメスハウジング２１に係止
される。メス端子１０は、図２に示すように、電気接続部１１と、屈曲部１２と、平行部
１３と、係止部１４と、電流測定部１５と、を有し、導電性の金属部材によって一体に形
成されている。
【００２４】
　電気接続部１１は、相手側端子であるオスコネクタ３のオス端子３１との接続方向Ｆに
沿って設けられた基部１１ａと、該基部１１ａの接続方向Ｆに延びる側縁部から立設した
壁部１１ｂと、基部１１ａを覆い且つ基部１１ａに向かって突出するように壁１１ｂの端
部から延びる天井部１１ｃと、を有している。そして、電気接続部１１は、基部１１ａと
壁部１１ｂと天井部１１ｃとによって囲んだ空間が、オスコネクタ３のオス端子３１と電
気的に接続して収容する収容空間となっている。
【００２５】
　屈曲部１２は、電気接続部１１と連なり且つ電気接続部１１から屈曲した板状に形成さ
れている。本実施形態では、屈曲部１２が電気接続部１１からほぼ直角に折り曲げた場合
について説明するが、本発明はこれに限定するものではなく、例えば、屈曲部１２を鈍角
または鋭角で折り曲げるなどの実施形態とすることもできる。
【００２６】
　平行部１３は、屈曲部１２と連なり且つ電気接続部１１と平行になるように形成されて
いる。平行部１３は、前記接続方向Ｆに沿った板状に形成されている。そして、係止部１
４は、平行部１３の中央付近に貫通孔として形成されている。係止部１４は、メスハウジ
ング２１のランス２２に係合されて、メスハウジング２１に対して位置決めされる。
【００２７】
　電流測定部１５は、平行部１３と連なり且つ平行部１３からほぼ直角に屈曲した板状に
形成されている。電流測定部１５は、メスハウジング２１内に収容された際に、その端部
がメスハウジング２１の外部に突出するように形成されている。電流測定部１５は、機器
側の端子（図示せず）と接続する貫通孔１５ａが、端部寄りに形成されている。電流測定
部１５は、図１等に示すように、その周囲が電流センサー２３によって覆われて、メス端
子１０を流れる電流が測定される。
【００２８】
　メスハウジング２１は、合成樹脂等からなる略箱状に形成されている。メスハウジング
２１は、複数のメス端子１０の各々を収容し且つハウジング本体から突出する複数の収容
部２１ａと、メスハウジング２１を相手部材に固定する一対の凸部２１ｂと、を有してい
る。そして、収容部２１ａは、その内部にメス端子１０の電気接続部１１を収容する。一
対の凸部２１ｂの各々には、金属製のカラー４が圧入され、ボルトが締め込まれる。カラ
ー４は、メスハウジング２１の削れやボルト締め込みによるメスハウジング２１へのボル
トの食い込み、変形を防止している。
【００２９】
　ランス２２は、図３乃至図６に示すように、メス端子１０をメスハウジング２１に係止
されるためのバネ部として、メスハウジング２１に一体に形成されている。ランス２２は
、板状の弾性部２２ａと、該弾性部２２ａの表面からメス端子１０に向かって突出する係
止凸部２２ｂと、を有している。そして、ランス２２は、メス端子１０がハウジング２１
内の所定の収容位置に収容された場合に、係止凸部２２ｂがメス端子１０の係止部１４内
に進入して、係止部１４に係止される。
【００３０】
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　電流センサー２３は、公知であるホール電流センサ、クランプ式電流センサ、等が用い
られ、突起等によってメスハウジング２１に固定されている。そして、電流センサー２３
は、メス端子１０を流れる電流を検出し、その電流値を例えばモータ駆動制御、モータ回
生電流の直流変換制御、等の各種制御部（図示せず）に出力する。
【００３１】
　オスコネクタ３は、図３，５等に示すように、オス端子３１と、該オス端子３１を収容
するオスハウジング３２と、を有して構成している。そして、オス端子３１は、導電性部
材によって板状に形成されている。オス端子３１の一端側は、上述したメス端子１０の電
気接続部１１に嵌合することで、メス端子１０と電気的に接続される。オス端子３１の他
端側は、電線５の芯線と電気的に接続されている。電線５は、導電性の芯線と、該芯線を
被覆する絶縁性の被覆部と、を備えた所謂被覆電線である。
【００３２】
　オスハウジング３２は、複数の嵌合部３２ａと、複数の保持部３２ｂと、導出部３２ｃ
と、を有して構成している。そして、嵌合部３２ａは、メスハウジング２１の収容部２１
ａに嵌合される。保持部３２ｂは、オス端子３１と電線５の芯線とを電気的に接続した状
態で、オス端子３１と電線５を保持する。保持部３２ｂは、メスハウジング２１の凸部２
１ｂに対応した固定部３２ｄを有し、凸部２１ｂと合わさった状態てボルト等で固定され
る。導出部３２ｃは、保持部３２ｂが保持している電線５をオスハウジング３１の外部に
導出させている。
【００３３】
　次に、上述したメスコネクタ２におけるメス端子１０のメスハウジング２１に対する組
み付けの一例を以下に説明する。
【００３４】
　メス端子１０は、その電気接続部１１がメスハウジング２１の収容部２１ａに挿入され
、平行部１３がメスハウジング２１の内壁に当接するように位置付けられる。そして、メ
ス端子１０は、電気接続部１１がメスハウジング２１の収容部２１ａの奥に進入するよう
に押し込まれると、平行部１３の係止部１４とメスハウジング２１内のランス２２とが係
合して、メスハウジング２１に係止される。よって、本発明のメス端子１０は、メスハウ
ジング２１に圧入したり、一体成形する必要がない。
【００３５】
　次に、上述したコネクタ１のメスコネクタ２とオスコネクタ３との組み付け時の作用効
果を以下に説明する。
【００３６】
　まず、メスコネクタ２とオスコネクタ３とが、図５に示すように互いに近づけられて、
オスハウジング３２の嵌合部３２ａにメスハウジング２１の収容部２１ａが進入すると、
メス端子１０の電気接続部１１にオス端子３１が進入する。そして、メスコネクタ２とオ
スコネクタ３とがさらに近づけられると、オス端子３１はメス端子１０の電気接続部１１
にさらに進入し、メス端子１０は徐々に屈曲部１２が変形して、図６（ａ）中の接続方向
Ｆにオス端子３１と共に押し込まれる。その後、メスハウジング２１の収容部２１ａがオ
スハウジング３２の嵌合部３２ａに完全に嵌合する。このとき、本実施形態では、図６（
ｂ）に示すように、メス端子１０の電気接続部１１の端部１１ａが、メスコネクタ２の電
気センサー２３に当接する構造としたことから、メス端子１０の電気接続部１１にオス端
子３１を完全に接続させることができる。
【００３７】
　以上説明したメス端子１０によれば、電気接続部１１に接続方向Ｆへの力が加わっても
、屈曲部１２が変形してその力を分散させるようにしたことから、平行部１３の係止部に
力がかかるのを防止できるため、メスハウジング２１から外れることを防止することがで
きる。従って、メスハウジング２１との係合だけでも、端子接続による端子外れを確実に
防止して、コネクタ１の接続信頼性を向上させることができる。また、メスハウジング２
１のランス２２に力がかからないため、ランス２２の小型化を図ることが可能となり、コ
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ネクタ１の小型化及び軽量化に貢献することができる。
【００３８】
　さらに、メス端子１０によれば、オス端子（相手側端子）３１との接触によって平行部
１３及び電流測定部１５がずれることを防止できることから、電流測定部１５と電流セン
サー２３との相対位置関係を保つことができるため、確実に電流を測定することができる
。
【００３９】
　また、上述したコネクタ１によれば、メスハウジング２１のランス２２にコネクタ嵌合
による力がかからないことから、メス端子（直付けコネクタ端子）１０がコネクタハウジ
ング２１から外れることを防止できるため、接続信頼性を向上させることができる。また
、メスハウジング２１のランスの小型化を図ることができるため、コネクタの小型化及び
軽量化を図ることができる。
【００４０】
　なお、上述した本実施形態では、本発明の直付けコネクタ端子をメス端子１０とした場
合について説明したが、本発明はこれに限定するものではなく、上述したオス端子３１を
直付けコネクタ端子としても、上述した作用効果と同等の作用効果を得ることができる。
【００４１】
　このように上述した実施例は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施
形態に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実
施することができる。
【符号の説明】
【００４２】
　１　　コネクタ
　２　　メスコネクタ（直付けコネクタ）
　３　　オスコネクタ
　１０　　メス端子（直付けコネクタ端子）
　１１　　電気接続部
　１２　　屈曲部
　１３　　平行部
　１４　　係止部
　１５　　電流測定部
　２１　　メスハウジング（コネクタハウジング）
　２２　　ランス
　３１　　オス端子（相手側端子）
　３２　　オスハウジング
　Ｆ　　接続方向
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